
        
 

 

            

   

 

一
般
会
計
７
４
０
６
億
５

８
０
０
万
円
。
２
年
連
続
で

増
加
し
、
景
気
悪
化
で
大
幅

に
落
ち
込
ん
だ
平
成
１
５
年

度
以
降
の
当
初
予
算
で
は
最

高
と
な
り
ま
す
。 

「
防
災
・
減
災
」
関
連

の
公
共
事
業
費
が
増
加 

県
内
で
も
水
害
が
発
生
し

た
こ
と
を
受
け
、
河
川
土
砂

撤
去
や
樹
木
伐
採
、
河
川
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
、
河
川
・

海
岸
堤
防
な
ど
の
整
備
が
前

進
し
ま
す
。 

要
望
し
て
き
た
河
川
土

砂
撤
去
は
７
割
増 

防
災
減
災
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
し
て
７
・
５
％
増
の
８

１
１
億
２
４
０
０
万
円
。
う

ち
一
般
会
計
は
６
８
７
億
７

３
０
０
万
円
を
占
め
ま
す
。 

９４議案中12議案に反対 
【反対した議案】 
2020年度 一般会計予算 

2020年度 国民健康保険特別会計予算 

2020年度 水道事業会計予算 

2020年度 工業水道事業会計予算 

2020年度 電気(RDF)事業会計予算 

●三重県産業廃棄物の適正な処理の 

    推進に関する条例の1部改正 

○三重県卸売市場条例の一部改正  

○県立高等学校の証明書交付手数料  

             値上げ 

他 4件 

⇒反対少数で可決となる 
     ●は稲森県議と共に反対 

     ○は山本県議のみ反対 

【三重県産業廃棄物の適正な処理の推

進に関する条例の改正】は、産業廃棄

物処理施設等を設置して事業をする場

合、これまで要綱において一定周辺住

8割の同意が必要だったものを、

数値設定を撤廃。事業者に説明会を開

くことを義務付け、住民の意見に対し

「見解書」で回答させる。合意形成が

図られたかは最終的に知事が判断。 

実態としては規制が緩和されるとい

うことに他ならず反対しました。 

年金者組合総会挨拶 2/20 

山本りか議員の毎日は 

FBでご覧ください  

県議団 ホームページ              

https://www.facebook.com/rika.yamamoto.3382

 

                三重県議会議員 山 本 り か

安楽島町カキ大量死被害調査 

戸上健鳥羽市議の案内で、 

本村伸子衆議院議員と共にカ

キ養殖事業者数件を訪ねる。 

カキ筏へ。2/15 

県
民
サ
ー
ビ
ス
は
良
く

な
る
か
？ 

 

「
ス
マ
ー
ト
改
革
」
の
費

用
３
億
１
２
４
５
万
円
。
滞

納
整
理
を
電
算
管
理
す
る
預

貯
金
調
査
シ
ス
テ
ム
費
、
Ａ

Ｉ
技
術
に
よ
る
児
童
虐
待
の

初
期
対
応
な
ど
。 

 
国
は
「
半
分
の
職
員
で
業

務
が
成
り
立
つ
ス
マ
ー
ト
自

治
体
へ
の
転
換
」
を
呼
び
か

け
、
そ
の
手
段
と
し
て
の
A

I
や
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
を
求
め

て
い
ま
す
。
近
年
の
災
害
を

経
験
し
「
公
的
マ
ン
パ
ワ
ー

こ
そ
大
切
」
と
言
い
な
が
ら

職
員
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と

は
、
危
機
管
理
上
も
問
題
。

機
器
に
よ
る
効
率
化
で
生
み

出
さ
れ
た
時
間
で
人
間
の
血

の
通
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
し
て
い
っ
て
こ
そ
県
民

の
幸
せ
に
繋
が
り
ま
す
。 

 

全
て
の
県
立
学
校
に
生
徒

用
一
人
一
台
パ
ソ
コ
ン
を
３

年
計
画
で
整
備
。
来
年
度
は

約
１
０
億
円
。
い
じ
め
対
策

関
係
１
４
０
０
万
円
、
不
登

校
対
策
７
２
３
万
円
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
２
・

８
億
円
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

の
方
が
急
務
。  

 

ト
イ
レ
改
修
始
ま
る 

 

山
本
県
議
が
「
洋
式
化
」
に

加
え
「
多
目
的
ト
イ
レ
」
を
と

要
望
し
て
い
ま
し
た
。
４
年
計

画
で
始
ま
り
ま
す
。 

 

道
路
交
通
安
全
整
備 

順
次
進
む 

信
号
機
・
道
路
標
識
・
道
路
標

示
整
備
は
、
前
年
度
２
５
％
増

し
の
９
億
８
７
２
１
万
円
。 

国
が
進
め
る
こ
と
は
率
先

し
て
や
り
、
国
が
嫌
う
こ

と
に
は
手
を
出
さ
な
い

「
国
忖
度
（
そ
ん
た
く
）

予
算
」  

 

医
療
費
窓
口
無
料
の
子
ど
も

年
齢
拡
大
、
一
人
親
・
障
害
者

へ
の
拡
充
に
は
背
を
向
け
、
３

０
人
以
下
学
級
拡
充
に
つ
い
て

は
進
展
な
し
。 

 

「
全
国
学
力
・
学
習
調
査
」

で
子
ど
も
・
学
校
を
追
い
立
て

る
の
は
も
う
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 

生
活
交
通
へ
の
支
援
よ
り
も

リ
ニ
ア
推
進
に
邁
進
。
リ
ニ
ア

関
連
は
調
査
費
用
な
ど
９
０
０

万
円
だ
が
、
名
古
屋
～
大
阪
間

が
実
現
化
す
れ
ば
今
後
多
額
の

費
用
負
担
と
な
り
ま
す
。 

 

長
良
川
河
口
堰
に
よ
る
水
道

事
業
、
R

D

F

電
気
事
業
、
ガ

ス
化
溶
融
炉
等
、
キ
ラ
キ
ラ
な

夢
で
始
め
た
事
業
の
失
敗
で
更

に
大
金
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
に
な

り
、
今
の
財
政
赤
字
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
反

省
な
く
、
生
き
た
教
訓
と
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

困
窮
す
る
県
民
生
活
を
応

援
す
る
た
め
の
独
自
予
算

は
こ
れ
ま
で
同
様
寂
し
い

借
金
返
済
計
画
滞
る 

 

県
は
財
政
難
を
理
由
に
、
平

成
２
９
年
度
か
ら
将
来
的
な
借

金
の
返
済
に
備
え
る
県
債
管
理

基
金
へ
の
積
み
立
て
を
見
送
っ

て
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
は

７
３
億
５
千
万
円
を
積
み
立
て

る
計
画
で
し
た
が
実
際
は
２
０

億
１
千
万
円
に
と
ど
ま
り
、
積

み
立
て
不
足
の
累
積
は
１
５
３

億
１
８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

国
民
健
康
保
険
料
引
き

下
げ
に
努
力
す
べ
き 

 

県
が
乗
り
出
し
て
３
年
目
と

な
る
国
保
で
は
、
１
２
の
市
町

で
保
険
料
値
上
げ
と
な
り
ま
し

た
。
県
へ
の
納
付
金
の
た
め
に

値
上
げ
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
い
保

険
料
に
生
活
や
命
を
脅
か
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
せ
め
て
、
無
収
入

の
子
ど
も
の
均
等
割
り
保
険
料

を
減
免
す
る
な
ど
急
ぎ
す
べ
き

で
す 

。 

 討論・質疑の

様子は県議会

HPでご覧いた

だけます。 


